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浦う
ら

戸と

諸
島
は
、
桂
か
つ
ら

島じ
ま

、
野の

の々

島し
ま

、
寒さ
ぶ風

沢さ
わ

島じ
ま

、
朴ほ
お

島じ
ま

の
四
つ
の
有

人
離
島
で
構
成
さ
れ
、
日
本
三
景
の
一
つ
で
あ
る
松
島
湾
の
入
口
に

位
置
す
る
。

　

寒
風
沢
島
と
桂
島
は
、
野
々
島
を
は
さ
ん
で
寒
風
沢
水
道
と
石
浜

水
道
に
面
し
、
天
然
の
良
港
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
立
地
条
件
か
ら
、

浦
戸
諸
島
は
藩
政
時
代
に
海
上
交
通
の
要
衝
と
し
て
栄
え
た
。
と
り

わ
け
、
寒
風
沢
島
は
仙
台
藩
の
米
流
通
の
重
要
港
で
あ
っ
た
。
砲
台

跡
、
船
の
出
入
り
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
日
和
山
、
造
船
場
跡
な
ど
が
当

時
を
し
の
ば
せ
る
。
し
か
し
、
明
治
時
代
に
入
っ
て
鉄
道
、
道
路
が

発
達
す
る
と
と
も
に
廃
れ
た
。
一
方
、
桂
島
は
榎
本
武た
け
あ
き揚

率
い
る
幕

府
艦
隊
が
函
館
の
五
稜
郭
に
向
か
う
途
中
に
補
給
と
休
養
で
立
ち
寄

っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
、
歴
史
の
舞
台
に
登
場
し
て
い
る
。
明
治
時
代

に
な
る
と
利
に
さ
と
い
商
人
た
ち
が
進
出
し
て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。

だ
が
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
そ
の
地
位
を
塩
竈
に
奪
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
か
く
し
て
浦
戸
諸
島
は
再
び
漁
業
を
生
業
と
す
る
島
に
戻
っ
た

の
で
あ
る
。

浦
戸
諸
島
に
お
け
る
漁
業
・
養
殖
業
の
新
た
な
取
り
組
み

︱
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
状
況
と
課
題
︱

　

寒
風
沢
島
に
は
塩
竈
市
で
唯
一
の
水
田
が
あ
り
、
ま
た
朴
島
や
桂

島
は
島
の
特
性
を
活
か
し
た
仙
台
白は
く
さ
い菜

の
採
種
地
で
あ
る
が
、
島
の

経
済
を
支
え
る
産
業
は
漁
業
・
養
殖
業
を
措
い
て
他
に
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
漁
業
・
養
殖
業
は
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
津
波
で
甚
大
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た
。

１
．
震
災
前
の
漁
業
・
養
殖
業

　

浦
戸
諸
島
に
は
浦
戸
漁
協
と
浦
戸
東
部
漁
協
の
二
つ
の
漁
協
が
あ

っ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
宮
城
県
漁
協
が
発
足
し
て
県
一
漁
協
に
な
る

と
、
支
所
に
か
わ
っ
た
。
塩
釜
市
浦
戸
支
所
（
以
下
浦
戸
支
所
）
は
桂

島
と
野
々
島
の
組
合
員
で
、
塩
釜
市
浦
戸
東
部
支
所（
以
下
東
部
支
所
）

は
寒
風
沢
島
と
朴
島
の
組
合
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

震
災
前
の
正
組
合
員
は
両
支
所
あ
わ
せ
て
八
八
人
で
あ
っ
た
が
、

震
災
後
三
二
人
減
っ
て
五
六
人
に
な
っ
た
。
逆
に
准
組
合
員
は
二
〇

人
増
え
た
（
表
１
）。
正
准
あ
わ
せ
た
組
合
員
数
は
ほ
ぼ
浦
戸
諸
島
の

世
帯
数
に
匹
敵
す
る
。

株
式
会
社
水
土
舎　

乾　

政
秀



21 しま 240  2015.1

特集  水産業の新たな展開・Ⅰ

　

静
穏
で
栄
養
塩
類
に
富
む
松
島
湾
を
漁
場
と
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
浦
戸
諸
島
は
古
く
か
ら
カ
キ
と
ノ
リ
の

養
殖
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
カ
キ
養
殖
の
開
始
は
明
治
時

代
に
、
ノ
リ
養
殖
は
昭
和
初
期
に
さ
か
の
ぼ
る
。

　

震
災
前
の
漁
業
・
養
殖
業
の
生
産
額
は
、
浦
戸
支
所

が
三
・
三
億
円
、
東
部
支
所
が
一
・
七
億
円
の
あ
わ
せ
て

約
五
億
円
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
乾
ノ
リ
と
む
き
身
カ

キ
の
生
産
額
が
全
体
の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

た
（
表
２
）。
な
お
、
種
ガ
キ
は
漁
協
で
取
り
扱
っ
て
お

ら
ず
個
人
販
売
、
ま
た
湾
外
で
営
ま
れ
て
い
る
刺
網
の

漁
獲
物
も
漁
協
を
通
さ
ず
に
塩
竈
の
魚
市
場
に
直
接
出

荷
さ
れ
て
い
る
た
め
正
確
な
生
産
額
は
わ
か
ら
な
い
。

た
だ
、
種
ガ
キ
は
施
設
の
行
使
数
、
刺
網
は
市
場
か
ら

の
報
告
で
概
数
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
。
表
２
の
種

ガ
キ
と
刺
網
の
生
産
額
は
推
定
値
を
示
し
て
い
る
。

　

松
島
湾
内
の
漁
業
は
、
浅
場
砂
泥
域
で
の
ア
サ
リ
、

島
周
辺
の
岩
礁
域
で
の
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
、
刺
網
に
よ
る

シ
ラ
ウ
オ
が
メ
イ
ン
で
あ
る
。
一
方
、
東
部
支
所
で
は

松
島
湾
外
を
漁
場
と
す
る
刺
網
漁
業
が
営
ま
れ
て
お
り
、

五
ト
ン
前
後
の
動
力
船
を
使
っ
て
カ
レ
イ
・
ヒ
ラ
メ
類

を
獲
っ
て
い
る
。
ま
た
、
松
島
湾
内
は
カ
キ
の
浮
遊
幼

生
が
多
く
発
生
す
る
こ
と
か
ら
東
部
支
所
で
は
種
ガ
キ

を
販
売
し
て
い
る
。

表1  震災前後の漁協組合員数の変化

註）震災後は2014 年８月時点の数値

表2  震災前の魚種別生産額（2010年度） （単位：千円）

出典：「両支所ヒアリング結果」より作成

出典：「両支所のデータ」より作成、ただし種ガキ及び刺網（カレイ・ヒラメ類）は推定値

震 災 前

震 災 後

増　　減

浦戸支所

准

84

103

19

正

59

33

－26

浦戸支所魚　　種

合　　計

252,268

63,427

0

0

5,843

3,555

39

1,783

713

327,628

東部支所

21,782

39,542

70,000

30,000

3,106

4,484

1,023

3,558

0

173,495

合　 計

274,050

102,969

70,000

30,000

8,949

8,039

1,062

5,341

713

501,123

割 合（％）

54.7

20.5

14.0

6.0

1.8

1.6

0.2

1.1

0.1

100.0

乾ノリ

むき身カキ

刺網（カレイ・ヒラメ類）

種ガキ

アサリ

アワビ

ウニ

シラウオ

その他

計

143

136

－7

准

30

31

1

正

29

23

－6

計

59

54

－5

准

114

134

20

正

88

56

－32

計

202

190

－12

東部支所 全　　体
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２
．
津
波
の
被
害

　

太
平
洋
か
ら
来
た
津
波
は
最
初
に
松
島
湾
口
に
位
置
す
る
浦
戸
諸

島
を
襲
っ
た
。
浦
戸
諸
島
が
い
わ
ば
防
波
堤
の
役
割
を
果
た
し
た
お

か
げ
で
背
後
の
塩
竈
市
本
土
や
松
島
町
の
津
波
被
害
は
少
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
前
線
に
位
置
し
た
四
島
は
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
の

で
あ
る
。

　

桂
島
は
、
島
東
部
の
桂
島
と
西
部
の
石
浜
の
二
つ
の
集
落
で
構
成

さ
れ
る
。
津
波
は
桂
島
海
水
浴
場
か
ら
侵
入
し
、
桂
島
集
落
の
峠
を

越
え
て
松
島
湾
側
の
桂
島
漁
港
に
達
し
、
峠
の
下
に
あ
っ
た
漁
協
事

務
所
を
破
壊
し
た
。
高
台
の
家
は
被
災
を
免
れ
た
が
太
平
洋
側
の
比

較
的
低
い
土
地
の
家
は
流
さ
れ
た
。こ
れ
に
対
し
、
山
を
背
後
に
抱
え

る
石
浜
は
港
周
辺
の
住
宅
が
浸
水
し
た
程
度
の
被
害
で
す
ん
で
い
る
。

　

野
々
島
は
、
太
平
洋
側
の
柳
浜
か
ら
侵
入
し
た
津
波
が
平
地
の
集

落
を
押
し
流
し
て
松
島
湾
側
の
野
々
島
漁
港
に
突
き
抜
け
た
。
こ
の

通
り
道
に
あ
っ
た
家
は
流
さ
れ
、
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
家
が
わ
ず

か
に
被
害
を
免
れ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。

　

寒
風
沢
島
の
場
合
は
、
南
部
の
水
田
地
帯
が
水
浸
し
に
な
っ
た
。

集
落
は
北
西
部
に
位
置
し
て
い
る
が
、
津
波
は
野
々
島
に
ぶ
つ
か
り
、

反
対
側
の
寒
風
沢
島
の
集
落
を
呑
み
こ
ん
だ
。
三
つ
の
谷や

戸と

沿
い
に

分
か
れ
て
い
た
集
落
の
う
ち
、
西
側
で
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。

　

朴
島
は
東
側
に
あ
る
宮
戸
島
（
東
松
島
市
）
が
防
波
堤
の
役
割
を
果

た
し
、
津
波
の
力
は
弱
く
、
水
位
上
昇
に
よ
る
床
下
浸
水
で
す
ん
だ
。

　

こ
の
津
波
に
よ
る
浦
戸
諸
島
の
死
者
は
寒
風
沢
島
の
三
人
だ
け
で

あ
っ
た
が
、
家
屋
や
生
産
施
設
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

　

震
災
前
に
三
二
五
あ
っ
た

人
家
の
う
ち
約
半
数
の
家
が

被
災
し
て
い
る
。
そ
の
内
訳

は
、
全
壊
一
〇
六
、
大
規
模

半
壊
三
四
、
半
壊
二
八
の
合

計
一
六
八
で
あ
る
。
四
島
の

う
ち
野
々
島
は
半
数
以
上
の

家
屋
が
全
壊
し
た
（
表
３
）。

　

浦
戸
諸
島
は
ノ
リ
と
カ
キ

の
養
殖
業
が
中
心
な
の
で
動

力
船
は
少
な
か
っ
た
。
津
波

に
よ
る
船
外
機
の
流
失
隻
数

は
浦
戸
支
所
が
三
〇
隻
、
東

部
支
所
が
三
六
隻
で
、
動
力

船
の
流
失
は
桂
島
の
一
隻
に

と
ど
ま
っ
た
。
東
部
支
所
の

動
力
船
は
た
ま
た
ま
漁
港
の

奥
に
係
留
し
て
あ
っ
た
た
め
、

全
船
が
無
事
だ
っ
た
。

　

養
殖
施
設
は
ノ
リ
、
カ
キ
、

種
ガ
キ
の
施
設
を
中
心
に
流

表3  島別の家屋（住家）被害状況

出典：塩竈市震災復興推進局資料より作成（2014年２月６日税務課固定資産税係確認）

震災前家屋数（住家）

被害割合（％）

全壊

大規模半壊

半壊

合計

桂　島

162

38

8

12

58

35.8

野々島

59

31

9

3

43

72.9

寒風沢島

88

33

10

11

54

61.4

朴　島

16

4

7

2

13

81.3

合　計

325

106

34

28

168

51.7

家屋被害
（住家）
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失
、
そ
の
被
害
総
額
は
一
・
六
億
円
。
生
産
物
の
損
害
は
一
・
三
億
円

に
及
ん
だ
。

　

浦
戸
支
所
の
漁
協
事
務
所
は
桂
島
に
、
東
部
支
所
は
寒
風
沢
島
に

置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
浦
戸
支
所
の
事
務
所
は
、
津
波
で
流
さ

れ
て
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
建
物
に
当
た
り
破
損
し
た
。
そ
の
後
解
体

さ
れ
、
現
在
は
プ
レ
ハ
ブ
の
仮
事
務
所
に
入
っ
て
い
る
。
一
方
、
東

部
支
所
の
建
物
は
床
上
浸
水
程
度
の
被
害
で
す
ん

だ
。

　

カ
キ
を
む
き
身
で
出
荷
す
る
た
め
の
処
理
場
は
、

震
災
前
に
は
桂
島
二
、
野
々
島
三
、
寒
風
沢
島
一
、

朴
島
一
の
合
計
七
カ
所
に
あ
っ
た
が
、
被
災
を
免

れ
た
の
は
桂
島
の
一
カ
所
だ
け
で
、
他
は
被
害
を

受
け
た
た
め
撤
去
さ
れ
た
。
ま
た
、
漁
港
は
地
盤

沈
下
し
て
満
潮
時
に
は
海
水
が
浸
水
す
る
よ
う
に

な
り
、
浜
で
の
作
業
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
に
な

っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
浦
戸
諸
島
の
住
民
は
生
活
基
盤
を

奪
わ
れ
る
と
と
も
に
、
漁
業
・
養
殖
業
の
生
産
手

段
の
多
く
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

３
．
漁
業
・
養
殖
業
の
復
興
の
現
段
階

（
１
） 

カ
キ

　

松
島
湾
は
石
巻
市
の
万ま
ん

石ご
く

浦う
ら

と
な
ら
ぶ
日
本
有

数
の
種
ガ
キ
の
産
地
で
あ
る
。
種
ガ
キ
は
全
国
の
カ
キ
養
殖
業
者
に

販
売
さ
れ
、
日
本
の
カ
キ
養
殖
を
底
辺
か
ら
支
え
て
き
た
。
そ
し
て

そ
の
歴
史
は
明
治
一
〇
年
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
ほ
ど
古
く
、
外
国
に
輸

出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

東
部
支
所
の
種
ガ
キ
の
生
産
者
は
震
災
前
に
一
一
経
営
体
で
あ
っ

た
が
、
震
災
後
一
経
営
体
が
廃
業
し
、
現
在
は
一
〇
経
営
体
に
な
っ

て
い
る
。
震
災
直
後
、
カ
キ
種

苗
の
入
手
を
危
惧
す
る
声
も
あ

っ
た
が
、
幸
い
種
ガ
キ
生
産
者

は
早
期
に
復
旧
し
、
日
本
の
カ

キ
養
殖
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
る

事
態
は
避
け
ら
れ
た
。

　

種
ガ
キ
は
浮
遊
幼
生
の
発
生

す
る
夏
季
に
ホ
タ
テ
ガ
イ
の
殻

を
針
金
で
つ
な
い
だ
コ
レ
ク
タ

ー
を
海
中
に
吊
る
し
て
採
苗
す

る
。
使
用
す
る
殻
は
古
い
方
が

付
着
し
や
す
い
こ
と
か
ら
一
部

で
は
再
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ

は
ホ
タ
テ
の
殻
に
付
着
す
る
カ

キ
殻
を
一
枚
づ
つ
ハ
ン
マ
ー
で

叩
く
根
気
の
い
る
作
業
だ
。

　

震
災
の
翌
年
の
種
ガ
キ
生
産

朴島にて、古いコレクターを再利用するためカキ殻を除去する内海さん（筆者撮影）。
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は
順
調
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
の
七
月
は
よ
か
っ
た
も
の
の
八
月

は
一
転
し
て
不
作
、
二
〇
一
四
年
も
か
ん
ば
し
く
な
か
っ
た
。
こ
う
し

た
事
態
に
震
災
後
の
海
洋
環
境
の
変
化
を
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。

　

浦
戸
諸
島
で
行
わ
れ
て
い
る
カ
キ
養
殖
は
、
幹
綱
に
垂す
い

下か

連れ
ん

（
種

ガ
キ
の
つ
い
た
ホ
タ
テ
ガ
イ
原
盤
を
一
定
間

隔
で
挟
ん
だ
ロ
ー
プ
）
を
吊
る
す
延は
え

縄な
わ

式
、

竹
の
筏
に
吊
る
す
筏
式
、
海
底
に
支
柱

を
立
て
て
横
に
這
わ
せ
た
竹
に
吊
る
す

簡
易
垂
下
式
の
三
種
類
に
分
か
れ
る
。

松
島
湾
を
漁
場
と
す
る
浦
戸
支
所
は
水

深
が
浅
い
た
め
筏
式
と
簡
易
垂
下
式
が

採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
比
率
は
一
対

四
で
簡
易
垂
下
式
が
多
い
。
こ
れ
に
対

し
て
漁
場
が
松
島
湾
外
に
な
る
東
部
支

所
は
延
縄
式
で
養
殖
し
て
い
る
。

　

震
災
前
の
カ
キ
養
殖
経
営
体
は
二
九

で
あ
っ
た
が
、
一
一
経
営
体
が
廃
業
し

て
新
た
に
六
経
営
体
が
参
入
し
た
の
で
、

現
在
は
二
四
で
あ
る
（
表
４
）。
桂
島
は

Ｉ
タ
ー
ン
の
若
者
、
寒
風
沢
島
は
ノ
リ

養
殖
か
ら
の
転
業
が
そ
れ
ぞ
れ
一
経
営

体
、
野
々
島
は
四
経
営
体
が
参
入
し
て

い
る
。
た
だ
し
、
野
々
島
の
三
経
営
体

は
高
齢
者
な
の
で
生
産
規
模
は
小
さ
い
。

　

カ
キ
は
む
き
身
と
殻
付
き
で
出
荷
さ
れ
る
が
、
浦
戸
諸
島
は
も
と

も
と
む
き
身
出
荷
が
主
体
で
あ
っ
た
。
カ
キ
の
む
き
身
処
理
場
は
震

災
で
被
害
を
受
け
た
た
め
、
桂
島
二
棟
、
野
々
島
一
棟
、
寒
風
沢
島

表4  震災前後のカキ養殖経営体の推移

図1  浦戸諸島のむき身カキの生産数量と金額の推移

出典：｢両支所ヒアリング結果｣より作成

出典：「宮城県漁協共販データ」より作成
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一
棟
の
合
計
四
棟
を
新
た
に
整
備
し
て
む
き
身
処
理
に
あ
た
っ
て
い

る
。
朴
島
の
組
合
員
は
新
た
に
整
備
さ
れ
た
寒
風
沢
島
の
施
設
を
共

同
利
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
朴
島
の
一
経
営
体
だ
け
は
島
内
に
個

人
で
む
き
場
を
整
備
し
た
。

　

震
災
前
の
む
き
身
カ
キ
の
生
産
量
は
約
八
〇
ト
ン
、
金
額
に
し
て

一
億
円
前
後
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
は
三
〇
ト
ン
、
三
〇
〇
〇 

万
円
程
度
で
あ
り
、
震
災
前
の
三
分
の
一
程
度
ま
で
復
旧
し
て
い
る

（
図
１
）。
こ
の
他
に
殻
付
き
で
出
荷
し
て
い
る
人
が
数
人
い
る
が
、

量
的
に
は
少
な
い
。

（
２
） 

ノ
リ

　

震
災
前
の
ノ
リ
養
殖
の
経
営
体
は
浦
戸
支
所
が
一
三
、
東
部
支
所

が
四
の
合
計
一
七
で
あ
っ
た
。
震
災
後
、
浦
戸
支
所
で
三
、
東
部
支

所
で
は
全
員
に
あ
た
る
四
経
営
体
が
廃
業
し
た
の
で
、
浦
戸
諸
島
の

ノ
リ
養
殖
経
営
体
は
一
〇
に
減
少
し
た
。
二
〇
〇
八
年
漁
業
セ
ン
サ

ス
時
点
で
は
二
〇
経
営
体
で
あ
っ
た
の
で
、
当
時
の
半
分
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

浦
戸
支
所
で
廃
業
し
た
三
経
営
体
の
内
訳
は
、
高
齢
の
た
め
引
退

し
た
人
が
一
経
営
体
、
警
戒
船
の
仕
事
や
ワ
カ
メ
養
殖
へ
の
転
換
が

二
経
営
体
で
あ
る
。
一
方
、
東
部
支
所
の
四
経
営
体
の
内
訳
は
、
①

カ
キ
養
殖
、
②
ワ
カ
メ
養
殖
と
復
興
の
土
木
作
業
、
③
ワ
カ
メ
養
殖

と
種
ガ
キ
生
産
の
兼
業
に
そ
れ
ぞ
れ
転
換
し
て
お
り
、
残
り
の
一
経

営
体
は
高
齢
の
た
め
引
退
し
た
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
残
っ
た
一
〇
経
営
体
の
う
ち
八
経
営
体
は
協
業

体
を
組
織
し
、
津
波
で
乾
燥
機
の
被
災
を
免
れ
た
二
経
営
体
は
独
自

に
生
産
し
て
い
る
。

　

震
災
前
五
年
間
の
ノ
リ
生
産
量
は
平
均
五
〇
〇
〇
万
枚
、
生
産
額

ノリ網の準備をする若手後継者（筆者撮影）。
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は
約
四
億
円
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
三
年
度
は
一
七
〇
〇
万
枚
の
一・
三 

億
円
で
、
復
旧
率
は
カ
キ
と
同
様
三
割
程
度
で
あ
る
（
図
２
）。

（
３
） 

漁
業

　

ア
サ
リ
は
干
潟
・
浅
場
に
分
布
し
、
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
は
藻
場
に
生

息
す
る
。
地
震
に
よ
っ
て
地
盤
が
六
〇
～
七
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
沈

下
し
た
こ
と
か
ら
生
息
域
は
深
く
な
っ
た
。

ま
た
砂
の
移
動
な
ど
が
発
生
し
、
海
底
状

況
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

定
着
性
の
こ
れ
ら
三
種
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
震
災
後
、
漁
獲

量
は
大
き
く
減
少
し
た
ま
ま
だ
。
ア
ワ
ビ

は
震
災
後
に
北
海
道
か
ら
稚
貝
を
分
け
て

も
ら
っ
て
放
流
を
続
け
た
が
、
震
災
前
の

水
準
に
は
ほ
ど
遠
く
、
実
質
的
に
途
絶
え

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
た
め
二
〇
一
三

年
度
の
漁
獲
量
は
二
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
地
盤
沈
下
の
影
響
を
受

け
な
い
浮
魚
の
シ
ラ
ウ
オ
は
、
二
〇
一
二

年
度
か
ら
す
で
に
震
災
前
の
水
準
を
オ
ー

バ
ー
し
て
い
る
（
図
３
）。

　

一
方
、
寒
風
沢
島
の
六
隻（
五
ト
ン
前
後
）

が
操
業
す
る
仙
台
湾
の
刺
網
漁
業
は
好
調
で
あ
る
。
福
島
県
で
カ
レ

イ
・
ヒ
ラ
メ
を
獲
っ
て
い
な
い
こ
と
、
操
業
す
る
船
が
震
災
後
減
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、「
船
が
沈
む
ほ
ど
」
獲
れ
る
ら
し
い
。
漁
協
を

通
さ
ず
、
直
接
塩
竈
の
魚
市
場
に
出
荷
し
て
い
る
た
め
生
産
量
は
わ

か
ら
な
い
が
、
風
評
被
害
を
受
け
て
単
価
が
下
が
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
一
隻
当
た
り
の
水
揚
金
額
は
震
災
前
の
一
・
五
倍
の

図2  浦戸諸島のノリ生産数量と金額の比較

出典：「宮城県漁協共販データ」より作成
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二
〇
〇
〇
万
円
ほ
ど
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

４
．
震
災
後
の
新
し
い
動
き

（
１
） 

ノ
リ
養
殖
の
協
業
化

　

ノ
リ
養
殖
は
原
藻
の
生
産
か
ら
板
ノ
リ
加
工
ま
で
漁
業
者
が
一
貫

し
て
行
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
板
ノ
リ
加
工
は
、
昔
の
よ
う
に
手

作
業
で
は
な
く
自
動
乾
燥
機
が
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
加
工
場
と

乾
燥
機
へ
の
投
資
額
は
一
億
円
規
模
に
な
る
こ
と
か
ら
、
個
人
が
ゼ

ロ
か
ら
ノ
リ
養
殖
を
始
め
る
に
は
よ
ほ
ど
の
資
金
力
が
な
い
と
無
理

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
協
業
化
に
よ
っ
て
設
備
投
資
の
負
担
を
軽
減

す
る
こ
と
が
ノ
リ
養
殖
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
協
業
化
は
う
ま
く
い
か
な
い
地
域
が
多
か
っ
た
の
で

あ
る
。

　

浦
戸
諸
島
で
は
、
震
災
に
よ
っ
て
ノ
リ
の
加
工
場
は
二
経
営
体
を

除
い
て
使
い
物
に
な
ら
な
く
な
っ
た
（
桂
島
の
加
工
場
の
場
合
は
流
失
四

棟
、
全
壊
一
棟
、
半
壊
一
棟
、
一
部
損
壊
二
棟
）。
ノ
リ
養
殖
を
再
開
す
る

た
め
に
は
、
国
な
ど
の
支
援
措
置
を
受
け
て
協
業
化
を
進
め
る
し
か

な
か
っ
た
。
生
産
規
模
が
小
さ
か
っ
た
東
部
支
所
の
四
経
営
体
は
再

建
を
諦
め
た
が
、
浦
戸
支
所
の
八
経
営
体
は
協
業
に
よ
っ
て
ノ
リ
養

殖
の
復
興
を
果
た
し
た
。

　

協
業
化
に
は
、
原
藻
の
生
産
か
ら
加
工
ま
で
の
一
連
の
作
業
を
協

業
対
象
と
す
る
方
式
と
加
工
段
階
だ
け
の
協
業
化
が
あ
る
が
、
桂
島

の
場
合
は
前
者
で
あ
る
。

　

国
の
「
養
殖
施
設
災
害
復
旧
事
業
」
を
活
用
し
て
筏
を
復
興
、
ノ

リ
加
工
場
二
棟
（
四
経
営
体
ず
つ
）
を
「
水
産
業
共
同
利
用
施
設
災
害

復
旧
整
備
事
業
」
に
よ
っ
て
再
建
し
、
乾
燥
機
も
二
〇
連
型
そ
れ
ぞ

れ
一
台
の
合
計
二
台
を
同
事
業
に
よ
っ
て
整
備
し
た
。
ち
な
み
に
共

同
利
用
施
設
の
整
備
費
は
約
四
・
五
億
円
で
あ
る
。
建
物
と
設
備
類

は
宮
城
県
南
部
施
設
保
有
漁
協
が
保
有
し
て
お
り
、
協
業
体
は
減
価

償
却
分
に
相
当
す
る
金
額
を
施
設
利
用
料
と
し
て
同
漁
協
に
支
払
っ

て
い
る
。

　

養
殖
事
業
は
水
産
庁
の
「
が
ん
ば
る
養
殖
復
興
支
援
事
業
」
を
活

用
、
二
〇
一
二
年
六
月
に
事
業
承
認
を
得
て
養
殖
を
再
開
し
、
現
在

三
年
目
の
収
穫
期
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
事
業
は
、「
地
域
で
作
成

し
た
復
興
計
画
に
基
づ
き
、
共
同
化
に
よ
り
五
年
以
内
の
自
立
を
目

指
し
、
養
殖
業
の
経
営
再
建
を
図
る
事
業
を
行
う
漁
協
等
に
対
し
、

生
産
費
用
（
人
件
費
、
減
価
償
却
費
、
施
設
利
用
料
等
）、
資
材
費
等
、
必

要
な
経
費
を
助
成
し
、
赤
字
が
発
生
し
た
場
合
、
国
が
赤
字
の
一
部

を
支
援
」
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
協
業
体
を
組
織
す
る
八
経
営

体
の
震
災
前
の
ノ
リ
養
殖
施
設
は
九
七
五
台
、
一
年
目
に
七
〇
〇
台
、

二
年
目
に
八
〇
〇
台
に
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
六
五
〇

台
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
二
年
間
の
経
営
収
支
は
赤
字
だ
っ
た

の
で
、
国
の
支
援
を
受
け
た
。

　

協
業
体
で
働
く
人
は
、
正
組
合
員
八
人
と
そ
の
後
継
者
四
人
、
そ

れ
ぞ
れ
の
正
組
合
員
の
奥
さ
ん
と
地
元
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
あ
わ
せ

て
一
五
人
の
合
計
二
七
人
に
及
ぶ
。
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（
２
） 「
あ
た
ま
っ
こ
ガ
キ
」の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

浦
戸
諸
島
の
カ
キ
養
殖
漁
場
は
松
島
湾
内
と
湾
外
に
分
か
れ
、
湾

内
で
は
簡
易
垂
下
式
で
カ
キ
が
養
殖
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
。
こ
の
方
法
は
、
垂
下
連
の
長
さ
が
短
い
た
め
吊
る
せ
る
原
盤

数
が
少
な
く
単
位
面
積
当
た
り
の
生
産
量
は
低
い
。
ま
た
、
吊
る
す

位
置
が
固
定
さ
れ
て
い
る
た
め
干
潮
時
に
は
干か
ん

出し
ゅ
つし

て
カ
キ
は
餌
が

採
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
成
長
が
遅
く
、
粒
が
小
さ
い
と
い
う
欠
点
が

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
延
縄
式
や
筏
式
は
潮
位
変
動
に
対
応
し
て
垂

下
連
が
変
動
す
る
た
め
、
カ
キ
は
常
時
海
水
に
浸
か
っ
て
お
り
、

四
六
時
中
餌
を
採
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
マ
ガ
キ
は
自
然
界
で
は
潮
間
帯
に
分
布
、
干
潮
時
に
は

干
出
す
る
環
境
に
生
息
し
て
い
る
の
で
、
む
し
ろ
干
出
す
る
環
境
下

で
養
殖
さ
れ
て
い
る
カ
キ
は
自
然
に
近
い
と
い
え
る
。
そ
し
て
こ
の

カ
キ
の
方
が
美
味
し
い
こ
と
を
島
の
人
た
ち
は
知
っ
て
い
た
。

　

震
災
後
、
生
産
性
が
低
い
欠
点
を
逆
手
に
と
っ
て
美
味
し
い
と
い

う
長
所
を
売
り
に
し
よ
う
と
、「
浦
戸
諸
島
の
復
興
・
活
性
化
協
議

会
」
は
、
干
出
す
る
カ
キ
を
「
あ
た
ま
っ
こ
ガ
キ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
で

高
付
加
価
値
化
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。「
あ
た
ま
っ
こ
」
と

は
垂
下
連
の
上
部
、
つ
ま
り
頭
に
相
当
す
る
方
言
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
震
災
後
の
復
興
を
め
ざ
す
農
林
水
産
技

術
会
議
の
「
食
料
生
産
地
再
生
の
た
め
の
先
端
技
術
展
開
事
業
」
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
現
在
、
生
産
技
術
の
開
発
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
う
ま
み
成
分
分
析
が
す
で
に
行
わ
れ
、

「
あ
た
ま
っ
こ
ガ
キ
」
は
常
時
海
水
中
で
養
殖
し
た
カ
キ
に
比
べ
て

遊
離
ア
ミ
ノ
酸
が
多
く
、
特
に
ア
ミ
ノ
酸
の
大
部
分
を
占
め
る
タ
ウ

リ
ン
の
濃
度
が
高
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
独
立
行
政
法
人
水
産
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
・
東
北
区
水
産

研
究
所
な
ど
の
研
究
機
関
や
民
間
企
業
が
加
わ
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
も
と
で
、
浦
戸
支
所
の
カ
キ
部
会
の
メ
ン
バ
ー
が
試
験
養
殖
を
実

施
し
て
い
る
。
夏
季
に
採
苗
し
た
カ
キ
を
籠
に
入
れ
て
潮
間
帯
で
養

殖
、
翌
年
の
冬
か
ら
出
荷
す
る
。
試
験
規
模
は
簡
易
垂
下
棚
七
間
を

三
基
使
用
し
、
合
計
八
〇
個
の
養
殖
籠
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
あ
た
ま
っ
こ
ガ
キ
」
は
殻
付
き
で
出
荷
さ
れ
る
。
二
〇
一
四
年
度

の
生
産
目
標
は
約
一
万
個
だ
。
地
元
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
中
心
に
試
験

出
荷
し
、
今
後
は
量
産
体
制
を
め
ざ
し
て
い
る
。

５
．こ
れ
か
ら
の
課
題

　

浦
戸
諸
島
の
漁
業
経
営
体
は
震
災
前
か
ら
減
少
、
漁
業
就
業
者
の

高
齢
化
も
進
ん
で
い
た
。
一
九
八
八
年
の
漁
業
セ
ン
サ
ス
時
の
経
営

体
数
は
一
九
〇
、
就
業
者
数
は
三
五
六
人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
年
後

の
二
〇
〇
八
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
九
六
経
営
体
、
一
六
〇
人
と
半
分
以

下
に
減
少
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
〇
八
年
時
点
の
漁
業
就
業
者

の
高
齢
化
率
は
約
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
た
。

　

東
日
本
大
震
災
は
漁
業
高
齢
者
の
廃
業
を
促
し
、
経
営
体
の
減
少

に
拍
車
を
か
け
た
。
し
か
し
中
核
的
な
経
営
体
は
漁
業
・
養
殖
業
の

復
興
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
担
い
手
は
逆
に
精
鋭
化
し
た
と
も
い
え
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る
。
島
の
中
心
的
な
養
殖
業
で
あ
る
ノ
リ
養
殖
に
は
協
業
体
と
い
う

新
し
い
経
営
ス
タ
イ
ル
が
導
入
さ
れ
た
。
平
時
で
あ
れ
ば
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
カ
キ
養
殖
で
は
簡
易
垂
下
式
の
欠
点

を
長
所
に
か
え
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の
導
入
に
よ
っ
て
、
従
来
の
む
き
身

出
荷
か
ら
殻
付
き
出
荷
に
転
換
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
し
か

し
、
こ
の
新
た
な
二
つ
の
取
り
組
み
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
。

　

ノ
リ
養
殖
の
協
業
化
は
三
年
目
に
入
っ
た
が
、
新
し
い
機
械
の
取

り
扱
い
に
不
慣
れ
な
こ
と
に
加
え
、
ノ
リ
の
品
質
向
上
、
赤
腐
れ
病

な
ど
の
疾
病
対
策
、
効
率
的
な
経
営
の
実
現
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
協
業
は
個
人
経
営
と
違
っ
て
責
任
の
所
在
が
あ
い

ま
い
に
な
り
が
ち
で
あ
り
、
参
加
経
営
体
が
一
体
と
な
っ
て
事
業
に

取
り
組
め
る
か
ど
う
か
が
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
言
っ
て
い
い
。
幸
い
、

若
い
後
継
者
が
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
な
が
ら

協
業
体
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

　

一
方
、「
あ
た
ま
っ
こ
ガ
キ
」
ブ
ラ
ン
ド
化
の
最
大
の
課
題
は
、

販
路
開
拓
に
尽
き
る
。
こ
の
カ
キ
の
「
美
味
し
さ
」
を
理
解
し
て
く

れ
る
購
買
層
の
開
拓
に
は
島
外
の
協
力
者
が
不
可
欠
で
あ
り
、
震
災

を
契
機
に
生
ま
れ
た
「
絆
」
を
活
か
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

漁
業
面
で
の
課
題
は
浅
海
漁
場
の
再
生
で
あ
る
。
ア
サ
リ
は
浦
戸

諸
島
の
特
産
品
で
あ
り
、
全
国
的
に
ア
サ
リ
の
漁
獲
量
が
激
減
し
て

い
る
な
か
、
そ
の
資
源
回
復
に
は
あ
つ
い
期
待
が
よ
せ
ら
れ
て
い
る
。

客
土
な
ど
に
よ
る
漁
場
造
成
と
と
も
に
、
発
生
し
た
浮
遊
幼
生
の
有

効
活
用
、
つ
ま
り
発
生
し
た
浮
遊
幼
生
が
松
島
湾
外
に
流
出
し
て
無

効
資
源
化
す
る
の
を
防
止
す
る
沈
着
促
進
の
た
め
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
課
題
は
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
を
育
む
藻
場

の
再
生
と
、
途
絶
し
て
い
る
種
苗
放
流
事
業
の
早
期
の
再
開
で
あ
る
。

　

震
災
を
契
機
と
し
て
、
浦
戸
諸
島
の
人
口
は
大
幅
に
減
少
し
た
。

二
〇
一
〇
年
国
勢
調
査
時
の
人
口
は
五
三
五
人
で
あ
っ
た
が
、

二
〇
一
四
年
五
月
末
の
住
民
基
本
台
帳
で
は
一
一
〇
人
減
の
四
二
五

人
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
実
際
に
住
ん
で
い
る
人
は
こ
れ
よ
り
も
少

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

島
の
く
ら
し
と
経
済
は
、
ノ
リ
と
カ
キ
の
養
殖
業
と
浅
海
域
の
漁

業
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
。
震
災
を
契
機
と
し
て
精
鋭
化
し
た
経

営
体
が
中
核
と
な
り
、
以
上
述
べ
た
課
題
を
克
服
し
、
観
光
業
な
ど

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
島
の
活
性
化
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
期

待
し
た
い
。�
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